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は
じ
め
に

❶
延
暦
二
十
五
年
四
月
二
十
五
日
官
符
と
『
弘
仁
格
』

❷
平
城
天
皇
と
『
仁
王
経
』
安
居
講
説

❸
国
分
寺
安
居
と
『
仁
王
経
』

お
わ
り
に

『
類
聚
三
代
格
』
巻
二
・
延
暦
二
十
五
年
四
月
二
十
五
日
官
符

　

日
本
古
代
の
安
居
講
経
は
、
国
家
が
期
待
す
る
僧
尼
像
・
仏
教
像
を
象
徴
的
に
示
す
と
考
え
ら
れ

る
。
お
も
に
『
類
聚
三
代
格
』
延
暦
二
十
五
年
（
八
〇
六
）
四
月
二
十
五
日
官
符
を
と
り
あ
げ
、
政

治
史
や
制
度
史
、
史
料
学
の
視
点
か
ら
検
討
を
行
っ
た
。
①
こ
の
時
、
大
寺
と
国
分
寺
の
安
居
講
経

に
、
新
た
に
『
仁
王
経
』
が
追
加
さ
れ
た
の
は
、
桓
武
か
ら
平
城
へ
の
皇
位
継
承
を
契
機
に
し
て
お

り
、
早
良
親
王
等
の
祟
り
な
ど
、
新
天
皇
に
も
た
ら
さ
れ
る
災
い
を
攘
う
こ
と
で
、
無
事
な
即
位
や
、

治
世
の
安
穏
を
願
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
②
一
代
一
度
仁
王
会
の
開
始
や
、
宮
中
年
料
写
経
の
伝
鳩
摩

羅
什
訳
『
仁
王
経
』
へ
の
転
換
と
の
関
係
も
推
測
さ
れ
、
国
家
制
度
の
重
点
が
、
五
穀
豊
穣
を
祈
念

す
る
『
最
勝
王
経
』
か
ら
、
災
い
を
避
け
る
た
め
の
『
仁
王
経
』
へ
と
、
変
化
し
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
③
『
類
聚
三
代
格
』
の
写
本
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
、
従
来
の
研
究
成
果
と

は
異
な
り
、
大
寺
と
国
分
寺
に
お
い
て
、『
仁
王
経
』
の
安
居
講
経
は
、
延
暦
二
十
五
年
か
ら
少
な

く
と
も
『
延
喜
格
』
編
纂
時
ま
で
は
、
維
持
さ
れ
た
と
み
る
の
が
よ
い
と
考
え
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
安
居
、『
仁
王
経
』、
国
分
寺
、『
類
聚
三
代
格
』


